
　　　　

Ｒ６ 年 11 月 1 日

10 時 0 分から 19 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念 利用者の自立支援を基本に、安心で適切な福祉サービスの提供を行う

事業所名 ひまわり学園放課後等デイサービス 作成日支援プログラム

・自立課題を通して空間・数等の概念形成の習得を図る。
・スケジュールを活用し、時間の認知形成を図る。
・小集団での活動により適切な行動形成を促す。

・個人に合わせた表現ツールを活用し、自分の気持ちを相手に伝えられるよう支援する。
・職員と１対１の場面を設け、個人に合わせた内容（困り事や自分の気持ちなど）の言語表出、受容を行う。
・個人のレベルに合わせた約束の提示（絵カードなど）を行う。

・イベントを通して他者との交流を図る。
・個人に合わせたレベルのルールが必要な遊びや活動の実施。

支援方針
障がいを持つ児童（主に発達障がい）に対して、個人に応じたアセスメントを行い、それぞれの発達過程や特性、課題点等を把握していく。それをもとに学齢期や移行期及び将来の生活に
必要な具体的なスキルの習得と般化を目指した発達支援を行うものとする。

営業時間 送迎実施の有無

主な行事等

・長期休暇時のイベント（ミニ夏祭り、公共施設への外出、買い物支援、簡単な調理）

（別添資料１）

家族支援

・子育てに関する困りごとなどへの相談援助を行う。
・安全計画をふまえ、広報紙等による安全指導を行う。 移行支援

・将来的な移行を見据えた支援目標や内容の設定を行う。
・進路や移行先の選択についての相談援助や準備の支援を行う。

地域支援・地域連携

・相談支援事業所や障害福祉サービス事業所との発達支援の連携を図る。
・学校を含めてのケース会議の実施。 職員の質の向上

・施設内外での研修の実施、受講。

支　援　内　容

・本人のレベルに応じて定期的な心身の把握（利用時の体温測定や気分把握）を行う。
・定期的な通所を行うことで生活リズムの安定を図る。
・それぞれの特性に応じて構造化を意識したエリアの設定、支援を行う。

・トランポリンやバランスボールを使った運動機能の向上を図る。
・感覚遊びや手指を使った課題への取り組みによる巧緻性の向上を図る。

本
人
支
援


